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小学校はキャリア教育実践の宝庫

例えば例えば……
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やみくもにがんばらないPoint やみくもにがんばらない
（『中学校キャリア教育の手引き』からのヒント）

 キャリア教育実践の機会となり得る単元や教育活動を詳細に

Point

 キャリア教育実践の機会となり得る単元や教育活動を詳細に
見出す作業（いわゆる「洗い出し」の作業）と，教科を通したキ
ャリア教育の年間指導計画の作成との混同を避けることは重
要である要である。

 例えば，キャリア教育を通して育成する「基礎的・汎用的能力
」の一つである「課題対応能力」には，情報を正しく理解する
ための能力が含まれるが，この力を育成する機会となり得る
単元等は教科を問わず数多い。「国語」における「読むこと」で
は，本や文章などから必要な情報を集め目的に応じた情報をは，本や文章などから必要な情報を集め目的に応じた情報を
読み取る力の育成は主要課題の一つであるし，「社会」の「地
理的分野」における地域に関する情報の収集や処理，「理科」
における観察や実験の過程での情報の検索や処理などもそにおける観察や実験の過程での情報の検索や処理などもそ
の具体例となろう。また，授業中に板書された課題文を正しく
読み取ることなどまでを視野におさめれば，情報を正しく理解
するための能力の育成に寄与し得る教育活動は 文字通りするための能力の育成に寄与し得る教育活動は，文字通り
無数にある。 （続く）

やみくもにがんばらないPoint やみくもにがんばらない
（『中学校キャリア教育の手引き』からのヒント）

 キャリア教育の実践の機会となり得る単元や教育活動を広く見出し

Point

 キャリア教育の実践の機会となり得る単元や教育活動を広く見出し
，それを列挙することは，教科を通したキャリア教育の年間指導計
画の作成にとって有効な基礎作業の一つであるが，このような作業
によって挙げられた膨大な数の単元等を 例えば一覧表型式に整によって挙げられた膨大な数の単元等を，例えば 覧表型式に整
理したとしても，それをそのままで指導計画として見なすことできな
い。なぜなら，その一覧は，キャリア教育の実践の機会として活用し
得る可能性が高い場の羅列に過ぎず，キャリア教育の一環としての得る可能性が高い場の羅列に過ぎず，キャリア教育の 環としての
教育意図に基づく指導実践の計画にはなっていないからである。

 このような「洗い出し」の作業によって列挙された単元等のうち，学
校ごとに設定したキャリア教育の目標や他の教科等との関連性を校ごとに設定したキャリア教育の目標や他の教科等との関連性を
勘案しながら，社会的・職業的自立に向けその基盤となる能力や態
度を育てるためのキャリア教育の一環として，どこに焦点を当てよう
としているかを検討し，教育意図に基づいて実践する具体的な単元を検討 ，教育 図 実践す 具体 な単
等を特定していくことが，体系的・系統的な指導にとって不可欠であ
る。それぞれの生徒に学びの意義を認識させるにあたり，自らの将
来との関係を特に意識させることが授業のねらいを実現する上でも
効果的に働く単元等を見いだし，授業を改善するきっかけとしてキャ
リア教育の視点を生かすことが求められている。(p.70)
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無論 「洗い出し」は重要
Point

１ 無論，「洗い出し」は重要１

教科等に内在するキャリア教育の「断片」の意識化

教育課程における明確化・体系化
「今」「この学年・この学級」の

子どもたちのために必要なことを

誤解

小学校からのキャリア教育は

誤解

小学校からのキャリア教育は
早すぎるのではないか？早すぎる な
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